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This study suggests one tentative plan that cultural assets, such as temples and shrines, contribute to local safety to get 
residents’ support for preserving themselves. As well as open spaces, quasi open speces close to residents are essential 
in case of emergency to evacuate. Defining Senbon-syaka-do as a quasi open spece, one of the national treasures in 
Kyoto, this study makes clear that opening east gates of this temple to the public shortens residents’ emergency 
evacuation routes in great earchquekes and following secondary disasters like fires, leading to increase in local safety. 
 





























































































































































































































橋 6)の延焼の拡大する危険性を示す基準を参考に、道路幅員 6 メートル以上の道路もしくは一辺が 6 メート
ル以上ある駐車場や庭、空き地以外のスペースとする。駐車場は車が駐車するため多くの住民が避難するの
に十分なスペースを提供できず、空き地や庭は生えている草木に火が燃え移る危険があるからである。2009
年 3 月現在、本研究の調査地域周辺で上記の基準を満たす道路は、前頁図 1 でそれぞれオレンジ色に塗りつ
ぶされた、東側を通る千本通り、北を通る寺之内通、西にある七本末通、そして南側の今出川通であり、ス
ペースは千本釈迦堂である。人々は道路の中央を通って避難することとし、住宅の玄関は敷地のちょうど真























現在は閉鎖されている東門 1 とその小門（赤円内）、同じく閉鎖されている東門 2 
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(1) 東門 1を開放した場合の避難行動のシミュレーション結果 
 まず東門 1 を開放した場合、次頁の図 3 にあるように 450.0 人の避難経路が短縮される。また最大縮小距
離は 157 メートルである。東門 1 周辺はアパートが比較的多いこともあり、100 メートル以上避難距離が短
縮される人口が 224 人と半数近くを占めている。 
 
(2) 東門 2を開放した場合の避難行動のシミュレーション結果 
東門 2 を開放した場合には次頁の図 4 のように 308.0 人の避難経路が短くなる。東門 1 に比べて人数は少
ないものの、東門 2 はⴼ小路のᅏにあるために、避難経路距離が最大で 231 メートルと大幅な避難経路距離
の短縮が可能となる。つまり、小門である東門 2 を開放しただけでも 300 人以上に恩恵が及び、さらに地震
時の建物の፣უなどで最も行き場をᄬう可能性のあるⴼ小路のᅏに居住する住民にとってのଢ益はかなり大
きい。ただし東門 2 の開放に㓙しては、同時に図 4 に✛円で示した門も開放する必要があり、その手前に門
（㕍円）を⸳けるなどして対ಣしなければならない。 
 
(3) 東門 1と東門 2の双方を開放した場合の避難行動のシミュレーション結果 
両方の東門を開放した場合の結果が次頁の図 5 であり、458.0 人の避難経路が短くなることがわかる。100





とができる。翔鸞学区が位置している上京区の 4 人に 1 人以上の割合を占める 65 ᱦ以上の高㦂者（2008 年



























図 3：東門 1 を開放した場合に短縮される避難距離とその恩恵を受ける人口
地図中内の建物の色と᫔グラフの色は、それぞれの状ᴫにおける避難距離が短縮する距離を表している。 ：200 メ
ートル以上、 ：150㨪199 メートル、 ：101㨪149 メートル、 ：50㨪99 メートル、 ：1㨪49 メートル。また
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